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小学生を対象とした食育に関する文献レビュー

１ ．目的
18世紀，J. J. ルソーが健康や食を意図的な教

育の問題として捉え，著書エミール１）の中で
「自然の秩序のもとでは，人間はみな平等で
あって，その共通の天職は人間であることだ。
…人間として生活するように自然は命じている。
生きること，それが私の生徒（エミール）に教
えたいと思っている（エミールの）職業だ」と
述べている。ルソーの「生きること」の教育の
最初に食教育があり，食べることの教育を通し
て子どもが自分（のからだと心）を知り，自分
を愛し，自分と親密になることによって，自己
管理や自己指導・自己教育ができる子ども，自
分が自分の主人公となれる自立した子どもが育
つのであると見通した，として新村らは J. J. 
ルソーの教育思想について紹介している２）。

いっぽう，日本においては「食育」という言
葉は江戸時代に「養生訓」をあらわした貝原益
軒が「この世の中で一番大切なものは命であり，
それを宿す体である。」そして「人の命は我に
あり」つまり天命と考えられてきたヒトの命も
養生によって変わることを主張し，「腹八分目」

「薄味淡泊なものを食べ，脂っこいものを食べ
るな」「味噌，性和にして胃腸を補う」「肉を多
く食べるな」「食事は楽しく，ゆっくり噛んで
食べる」「味噌，性和にして胃腸を補う」とい
う食養生の大切さを説いたことに始まる。また
明治時代の医師であり，薬剤師でもあった石塚
左玄は著書「通俗食物養生法」の中で「今日，
学童を持つ人は体育も智育も才育もすべて食育
にあると認識すべき」と食育を紹介している，
と川野は述べている３）。

このように日本では伝統的に食育を大切にす
る土壌があり，家庭では親から子に伝えられて
いた各家庭の味が存在していた。これは俗に言
う“おふくろの味”であるが高度経済成長を経
て1970年台に入るとレトルト食品や家庭用冷凍
食品，電子レンジの普及に伴い，食を取り巻く
環境は大きく変化した。すなわち調理行動（き
わめて簡便化されたもの）と摂食行動が個人単
位で可能となった，つまり個人が食べたいとき
に食べたいものを食べることができるように
なったことを意味している。また外食産業の勃
興，コンビニエンスストアのチェーン店展開と
も相まって外食・中食産業が発展４）した結果，
食の外部化が進み，おふくろの味は今や“袋の
味”とも言われている。

食生活が多様化し利便性が向上した反面，栄
養の偏りや不規則な食事，肥満や生活習慣病の
増加，伝統的な食文化継承の危機などさまざま
な問題が露呈するようになった。このような実
情をふまえ，「国民が生涯にわたって健全な心
身を培い，豊かな人間性を育むことができるよ
うにするため，食育を総合的かつ計画的に推進
すること」を目的に2005年 ６ 月10日に食育基本
法が成立，同年 ７ 月15日に施行された５）。

平成28年度よりスタートしている第 ３ 次食育
推進基本計画においてもあらゆる世代に食育は
必要と謳われているが，とりわけ幼児期から学
童期は食生活の基礎を作り，食に関する正しい
知識を得る重要な時期である。若年のうちから
食に関する興味と関心を持って適切に食を選択
する力を身につけることは肥満や痩せを防ぎ，
生活習慣病の一次予防につながると考えられる。

表 　 真 美
（教育学科）

溝 上 　 彩
（発達教育学研究科）
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しかし食を取り巻く社会環境は未だ大きな変
化を続けており，核家族や共働きの増加に伴い，
料理にかける時間は短くなり「簡単な一品料
理」や「子どもが好んでよく食べる料理」に偏
る傾向６）が見受けられる。結果として家庭での
食事は魚離れが進み，子どもが好む肉中心の洋
食７）となり，家庭で食に関する知識や文化を伝
承することは困難８）となっていることから学校
で行われる食育の重要性がますます増している。
食育の重要な一翼を担っている学校給食は学校
給食法に基づき学校教育課程に位置づけられた
ものである。学校での給食を通して望ましい食
習慣を形成し，健康の保持増進を図ることは元
より社交性や協同の精神を養い，生命や自然を
尊重する精神を持って環境保全の態度を育成す
ることや食に対する感謝の念を持つこと，伝統
的な食文化についての理解を深めること等が目
標９）として規定されている。

前述の食育基本法においては子どもに対する
食育を特に重視しているが学校給食法第一条に
おいても「この法律は，学校給食が児童および
生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を
養う上で重要な役割を果たすものであることに
かんがみ，学校給食及び学校給食を活用した食
に関する指導の実施に関し，必要な事項を定め，
もって学校給食の普及充実及び学校における食
育の推進を図ることを目的とする10）」と明記さ
れており，学校における食育の推進を重要視し
ていることが特徴である。

学校給食は食に関する指導を効果的に進める
ための生きた教材であり，小学生では給食の時
間を介して食に関する教育を受ける機会が多い
が給食の残食は未だに多い11）という話を耳にす
る。また食の選択の際に嗜好を最優先して栄養
の偏りを生じたり，栄養面だけに固執してサプ
リメントに傾倒したり，インスタ映えありきの
風潮に代表されるように食に対する感謝の念が
希薄化した行為も散見されており，出生時から
連綿と行われているはずの食育が子どもたちに
十分に浸透していない状態であると推測される。
そこで学童期の子どもに対する食育がどのよう
な動向にあるかを把握し，今後の食生活や食行

動改善に関する指導のための基礎資料とするこ
とを目的として文献レビューを行った。

２ ．方法
文献検索データベース「CiNii Articles」を

使用し“食育”“児童”をキーワードとして検
索し2019年 ４ 月10日を最新とした。“児童”の
定義は児童福祉法による定義と学校教育法によ
る定義があるが今回は小学生を対象とした食育
に主眼を置いていることから学校教育法におけ
る児童，すなわち満 ６ 歳から12歳までの小学校
に通学する者いわゆる学齢児童を検索の範疇と
した。

論文の種類および刊行年の限定はせずに検索
したところ383件がヒットした。内訳としては
1995～1999年 ２ 件，2000～2002年 ０ 件，2003～
2005年14件，2006～2008年68件，2009～2011年
114件，2012～2014年77件，2015～2017年80件，
2018年～2019年 ４ 月10日までが28件であった。
この中から①研究対象が児童ではない論文，②
特別支援学校，児童養護施設における児童を対
象とした論文，③研究発表要旨，④教師や保護
者向けの解説・概説，⑤一般雑誌掲載記事，を
除外した結果，112件が抽出された。抽出され
た文献について分析し，タイトル，雑誌名，
キーワードなどを要約したシートを作成した。

３ ．結果
児童に関する食育研究の内容においては主に

⑴学校に関連するもの　⑵調理や栄養に関連す
るもの　⑶家庭に関連するもの　⑷食生活や食
習慣に関連するもの　⑸食事に関連するもの　
⑹体験やイベントに関連するもの　⑺健康に関
連するもの，に焦点を当てた論文に分類するこ
とができた。特に児童と関わりの深い“学校”
に関連する文献としては「スーパー食育スクー
ル」「給食」「授業」「ICT 教育」「放課後児童
クラブ」をタイトルやキーワードに取り上げる
傾向がみられた。スーパー食育スクールに関す
る実績報告が ６ 報，給食に関する報告が11報，
ICT 教育を含む授業に関する報告が10報，放
課後児童クラブに関する報告は ８ 報であった。
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研究動向においては1990年代後半に咀嚼機能
の面からみた食嗜好や食生活に焦点を当てた文
献が ２ 件，2000年代前半は放課後児童クラブ

（通称：学童保育）や食習慣，食嗜好に関する
文献が数件発表されるにとどまったが，2005年
食育基本法が施行されたのをきっかけとして食
育に関する文献数は飛躍的に増加した。2006年
以降は毎年20～30件近い文献が発表されるよう
になり，雑誌で食育の特集が組まれると １ 年で
60件近い文献が発表される状況も見受けられた。

⑴　学校に関連するもの
・スーパー食育スクール：

スーパー食育スクール事業（SSS 事業）とは
平成26年度から平成28年度にかけて学校におけ
る食育を推進するために各種外部機関と連携し，
食育プログラムを開発するスーパー食育スクー
ルを指定し，栄養教諭を中心に外部の専門家等
を活用しながら食育の推進を図るものと文部科
学省が規定12）している。指定校数および事業数
の内訳は平成26年度42校（33事業），平成27年
度35校（30事業），平成28年度12校（12事業）
であり，各指定校の食育実施内容および成果の
分析が行われていた13）。

事業目標としては心身の健康，健康づくりが
多く，教科等の授業や給食指導，個別指導など
多様な場面で実践されており，主な指導者は栄
養教諭，ゲストティーチャーであった。また食
育の成果は自己記入式調査，生理的指標の測定，
身体活動量調査，体力測定などの方法により評
価され，肥満児童生徒出現率は改善し体力・身
体活動量においては向上が確認されたとの報告
がみられた。児童の心と体の発達に基礎をおい
た食育プログラムにおいては小学校 ３ 年生～ ４

年生児童に対して体の発達に視点をおいた実践
により運動スキルが身につき，運動に対する態
度が向上し排便の頻度が改善，HDL-C が有意
に上昇，LDL-C と TG は有意に低下した一方，
小学校 ５ 年生～ ６ 年生児童に対して心の発達に
視点をおいた実践では‘食事の楽しさ’が有意
に変容した14）との報告がみられた。また生活習
慣や食行動の良さ，健康には良い家庭環境が関
連すること15）や，登校回避感情には様々な生活
習慣と有意に正の関連をしている16）との指摘が
みられた。
・給食：

摂取量の向上をめざした栄養教育17），喫食時
間と残食率18），残飯の堆肥化と野菜作り19）と
いったように単に残食を減らす取り組みだけで
なく，なぜ残食が発生するのか，残飯を堆肥と
いう形でどのように食糧生産に繋げていくのか，
といった食育と環境教育とを結びつける試みが
行われていた。

また米粉パンの導入から食料自給率について
の学びに発展20）させ，給食に地場産物を活用す
ることにより地産地消の理解21）につなげる試み
が行われており，異学年合同給食は社会性の育
成に奏功する22）との報告もみられた。
・授業／ICT 教育：

高学年児童が対象の家庭科においてはメディ
アリテラシーの視点を取り入れた食育により広
告テクニックを学ばせ23），複数の調理を同時進
行で調理する「段取り力」を意識させることで
多用な視点から作業の要素や流れについての思
考を促す調理実習24）が行われており，低学年が
対象の生活科においては大豆の栽培と加工を通
じた経験学習により食べ物への興味や関心を持
たせて生きる力を身につける25），紙芝居を使っ
て米に関する知識や加工品について学ばせる26）

といった取り組みが行われていた。
また家庭科と給食を連携させ，学校で児童ら

が作った梅干しを給食メニューに使用する27），
あるいは家庭科で作製したランチョンマットを
使って給食時に正しい配膳の意識付けを図る試
み28）や，家庭科と総合的な学習の時間とを連携
させ，学習内容を児童から保護者へ伝えるとい
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う働きかけを取り入れた食育実践29）のように，
教科横断的授業に関する報告もみられた。
「ICT 教育」に関しては，食育授業のための

iPad アプリを開発し，児童が選んだ朝食の組
み合わせを視覚的に確認し，児童自らが評価す
ることで望ましい朝食を考える力の習得につな
げる試み30）やゲーム性要素を食育情報教材に付
与することで児童は楽しみながら海の食材の学
習に取り組むことができた31）との報告がみられ
た。

カメラ付き携帯電話による情報共有システム
の利用では各家庭での朝ご飯を撮影して送信し，
使用した食材や料理の写真を情報共有すること
で児童が家庭と連携しながら栄養バランスにつ
いてふりかえる好機となった32）との報告がみら
れた。
・放課後児童クラブ：

放課後児童クラブ（通称：学童保育）は厚生
労働省の運営方針において「自主性，社会性お
よび創造性の向上」「基本的な生活習慣の確立」
が目的として位置づけられており33），絵本の読
み聞かせ34）や，弁当箱ダイエットを取り入れた
食育35），箸の持ち方と配膳指導36）など実践的な
取り組みが行われていた。おやつの役割に関し
ては集団生活でのコミュニケーションツールと
しての役割や生活力を身につける効果がみら
れ37），おやつ作りを通じて食べ残しや好き嫌い
が減少したなどの報告がある一方，児童が放課
後児童クラブで作製した食育教材を家で使用し
ても保護者の反応が乏しい場合には学んだこと
を実際の生活で生かすことにはつながらない38）

という指摘がみられた。
⑵　調理や栄養に関連するもの
・料理／栄養：

身近な食品を科学的な視点からとらえた調理
実習により調理への理解をより深め，関心を高
めることにつながった39）という報告や，献立作
成力と調理技術力をどのようにして身につけさ
せるかについて検討した事例40）がみられた。
・食知識：

３ 色食品群の視点で朝食をふりかえることで
栄養バランスについての理解が向上した32＊）と

いう報告がある一方で，幼児期に ３ 色食品群に
ついて食育をうけた児童と受けていない児童を
追跡調査した結果においては食育の有無による
差はみられず食育の効果は不明41）との報告がみ
られた。

また小学生のスポーツ活動は適切な身体組成
の維持と栄養摂取をもたらすこと42）や，スポー
ツを行っている児童の保護者に対する食教育は
児童の食事をバランスよく整えることにつなが
り，児童の食意識や知識も向上した43）などの報
告がみられた。
⑶　家庭に関連するもの
・家族／保護者／コミュニケーション：

保護者との連携では学習プリントを通じて保
護者への情報提供を図ることが児童の食意識の
高まりにつながり44），朝食準備の手伝いを通じ
て調理行動の増加が認められ45），農業の体験学
習後には家庭で農作業についての話題が出るよ
うになり，食事作りの手伝いをさせることで野
菜料理を増やす保護者が増えた一方，保護者の
希望は規則正しい食生活や調理ができるという
食生活に関することにとどまり，食を通じた健
康づくりを生活で実践するという食育の意図を
理解しているものは少なく，保護者への食育推
進の説明が必要46）との指摘がみられた。

また家事専業の保護者は食意識が高く，子ど
もや保護者の食生活は良いが子どもの食生活に
悩みを持つ者が多いため，悩みを解消するため
の取り組みを，また就労している保護者には食
意識を高めて子どもと一緒に過ごす時間や食教
育の重要性を伝えるなど保護者の就労状況に応
じた取り組みが必要47）との報告がみられた。

家事手伝いや会話等を通して行われる家庭で
のコミュニケーションは食生活の充実と関連し，
食生活の充実は日常生活の充実につながってい
る48）との報告がみられた。
⑷　食生活や食習慣に関連するもの
・食生活：

学童期は食への興味や関心が高まる時期であ
り，好き嫌いをする子どもも成長発達に伴い，
好き嫌いが減少していく可能性があるため「楽
しく食べること」ができる環境づくりが重要49）
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であり，「楽しく食べること」は良好な学習態
度や意欲，健康状態につながる50）との報告がみ
られた。
・食習慣／生活習慣：

早寝早起き朝ごはんが実施できている児童が
多い学校は望ましい食習慣・生活習慣を身につ
けている児童が多く51），自身の健康状態を考え
るきっかけを設けることが食に対する意識変化
を起こすために有効52）との報告がみられた。学
年が上がるにつれ共食する者の割合が低くなる
傾向があるが52＊），親子での会話が少なくなっ
てくる高学年の時期こそ食事時に大人がいるこ
とは意義があり，文部科学省の「児童生徒の心
の健康と生活習慣に関する調査報告（2003）」
において中学生，高校生では自己効力感，不安
傾向，身体的訴えなどからみた心の健康な者ほ
ど一人で食事をしている状況は少ない53）ことが
報告されている。
・食行動と食意識：

低学年児童に対して絵本の読み聞かせを行い
ワークシートでふりかえり，お便りを通じて家
庭へフィードバックを行うことは食知識の習得
や食べる意欲の向上，残さず食べようとする食
行動の変化につながり54），キャラクターによる
食育劇を行うことで朝食の欠食は減少傾向とな
り，好きな野菜が増加し，全体的に食べ物をよ
く噛む児童が増えた55）との報告がみられた。

また児童にとっては料理や掃除などの家庭生
活とより関わりが深く，自発性の高い生活行動
は食や農への意識におよぼす影響が強い傾向に
あり56），父親の有無と食行動は有意に関連し，
自分自身や家族に対する自尊感（セルフエス
ティーム）が高いほど食行動は有意に高い傾向
がみられる57）と報告されていた。
⑸　食事に関連するもの

朝食摂取群は早寝早起きが習慣化し，リズム
ある生活習慣が整い心身ともに健康な者の割合
が高い傾向を認める58）との報告がみられた。朝
食が孤食の場合には欠食の割合が高く，「身体
がだるい」「目覚めが悪い」「イライラする」な
どの心身の不調が顕著であり，保護者の約 ４ 割
が「一人で食べさせない」と努力する一方，食

事の場を楽しむことへの関心は低い59）との報告
がみられた。また間食においては嗜好品エネル
ギー割合が高い者ほど夕食での野菜摂取量が少
なく，間食頻度と油物摂取頻度，インスタント
食品の摂取頻度に関連がみられ栄養バランスの
乱れにつながりかねない60）との指摘がみられた。
⑹　体験やイベントに関連するもの

科学的な視点に立った調理実習は一般的な料
理教室とは異なり，観察・測定・比較などの実
験的要素を持たせることで食に対する関心を高
め39＊），大豆を使った加工食品作りにおいては
郷土料理に込められた先人の知恵の理解，自分
でも作れるという達成感から自分自身で食生活
を改善しようとする意欲につなげることができ
た61）との報告がみられた。

魚を丸ごと用いた魚食教育62）や魚の解剖実
習63）など魚に特化した食育プログラムの実施に
より魚に対する興味・関心を高めた結果，魚を
より身近なものとして積極的に捉えるようにな
り64），知識や態度のみならず魚摂取行動への満
足感や食事への満足感につながる行動変容につ
ながった65）との報告がみられた。

また，まち学習を通じた食育プログラム66）を
通じてまちの食環境との関係から食生活の見直
しにつなげる取り組みについて報告されていた。
⑺　健康に関連するもの

良好な顎口腔機能を呈する児童は飲み込むま
での時間や噛む回数が少なく，食べ物の好き嫌
いがなく，顎の違和感は少ない傾向67）にあるが，
食事時間で楽しさが感じられないと唾液分泌能
が低下し，口腔内健康に影響を与えることから
総合的な食育指導には食事の楽しさの程度を把
握することも必要68）との指摘がみられた。

また食生活に対して準備性の低い母親や準備
性に対して無回答であった母親の子どもは野菜
や果物の摂取率が低く，中食注１）の利用頻度は高
く，家族と食事や食べ物のついての話し合いを
せず，父親の喫煙率も高いことから，禁煙教育
を含めて母親の食生活に対する準備性をあらか
じめ把握し，母親の行動変容につながるような
アプローチの工夫が必要69）との報告がみられた。
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４ ．考察
以上，児童の食育に関連した112件の文献か

ら考察される内容を以下に示す。
⑴　学校に関連するもの

学校における食育は食育基本法，学習指導要
領，学校給食法を ３ 本柱として行われており，
とりわけ給食は“生きた教材”として活用する
ことが推奨されている。給食の残飯を堆肥化し
野菜作りに使用することで食育と環境教育との
融合を図ることは児童に ３ Ｒ（リデュース・リ
ユース・リサイクル）の認識を持たせ，食品ロ
ス削減への意識付けを高めることにつながると
考えられる。

また給食指導を始めとした各教科で食育は行
われており，米粉パンや地場産物を給食に使用
することは社会科で扱う食料自給率や地産地消
の理解を深め，教科での学びが生きた学びへと
変化する端緒になると考えられる。異学年合同
給食では年長者が年少者を気遣い，年少者は年
長者に感謝の念を持つという行動が自然と芽生
え，社会性の育成につながったと推察される。
会話を通して交流を深め楽しい時間を共有でき
ることは給食の持つ強みでもあろう。

スーパー食育スクールにおいては様々な食育
実践の成果を多角的に検討されており，切れ目
のない食育や地域連携強化の必要性が示唆され
た。近年，需要が高まりつつある放課後児童ク
ラブでは学校教育に準じた実践的な食育指導が
行われており，家庭での食育に時間が確保しづ
らい保護者への支援にもつながると考えられる。
⑵　調理や栄養に関連するもの

科学的な視点を付与した調理実習において食
材の変化を観察しながら比較し相違点を発見す
るという行動は単なる調理技術の向上に留まら
ず食べ物に対して真摯に向き合う態度の育成に
つながると考えられる。また ３ 色食品群を理解
することは食育基本法の「食に関する知識とバ
ランスのよい食を選択する力」に直結するが，
食育の定着には家庭教育を含めた教育の程度や
環境が影響すると考えられ， ３ 色食品群につい
ての食育を受けても効果は対象によって異なる
という結果につながったと推察される。

⑶　家庭に関連するもの
食習慣の完成期となる学童期に朝食準備の手

伝いを通じて調理行動を促すことは自身の食生
活を管理する力を養い，社会を生き抜くスキル
の習得につながると考えられる。また体験学習
を始めとする学校での学びを家庭での実践につ
なげるためには保護者との連携が必要であるが，
保護者の就労状況の違いにより食意識が異なる
ため各々のニーズに寄り添った取り組みが求め
られよう。家庭でのコミュニケーションが食生
活や日常生活の充実につながることも示唆され
ており，良好な家庭環境が食育の浸透に欠かせ
ない要素であると推察される。
⑷　食生活や食習慣に関連するもの
「早寝早起き朝ごはん」が国を挙げて推奨さ

れているが実行には家庭の協力が不可欠であり，
協力を得られない家庭の子どもに望ましい食習
慣や生活習慣を習得させるには学校主導で保護
者を巻き込んだ取り組みを行う必要があると考
えられる。また他者から承認され自分はできる
というポジティブな感情を持てるような家庭環
境の良さが家族間の信頼関係を構築し，自分自
身や家族に対する自尊心が高まることが食行動
の良さにつながると考えられる。
⑸　食事に関連するもの

朝食であっても孤食させないよう意識してい
る保護者は多いが食事の場を楽しむことへの関
心が低い理由として時間に追われる朝食では団
らんを楽しむ余裕がないことが考えられる。ま
た嗜好品エネルギー割合が高い子どもは空腹感
が欠如し，結果として野菜摂取量の減少につな
がると推察されることから間食の選択の際は子
どもの嗜好だけでなく保護者の適切な関与が必
要であろう。
⑹　体験やイベントに関連するもの

魚離れが言われて久しいが魚食教育や魚の解
剖実習等，五感を通じた体験が食への興味関心
を高め，魚を身近なものとして捉えるように
なったことで魚摂取行動や食事への満足感が向
上したと考えられる。また地域の特性を生かし
た食材を使用することは地域連携につながり，
地域に関心を持つきっかけを持つことは地産地
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消の促進に波及する可能性が考えられる。
⑺　健康に関連するもの

食事の楽しさの程度が低いと唾液量が減り，
口腔機能の低下につながることから食事摂取の
際の環境調整が重要であると考えられる。また
母親の意思が子どもの食生活に大きく影響をお
よぼすことから母親の食生活に対する行動変容
の準備性がどのステージにあるかを把握し，準
備性を高めるアプローチができれば子どもの食
生活改善へつながる可能性が高いと考えられる。

５ ．結論
学校に関連する項目としては主に「スーパー

食育スクール」「給食」「授業（ICT 教育を含
む）」「放課後児童クラブ」に分類された。給食
指導を始めとした各教科で食育は行われていた
が特に家庭科で多く扱われており，教科横断的
授業への取り組みがみられた。スーパー食育ス
クールでは事業目標を達成するために従来の学
校での食育に加えて地域とも連携し，様々な体
験や実践を通じて食行動の変容をめざそうとす
る傾向がみられた。

全体を通して食に関する知識や食の選択能力
の習得，健康の保持増進という機能的側面から
みた意義に視点をおいた研究が多く報告されて
いる一方，嗜好面に焦点を当てた実践報告は少
なかった。しかし人間にとっての食は「おいし
く食べる」という観点も重要であり，今後嗜好
に関する実践研究調査および実践について検討
したい。
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